
  被災者の支援と早期復旧に全力をあげよう‼ 
 

       緊 急 声 明 
 

2011年 3月 11日 14時 46分頃、三陸沖を震源とするマグニチュード 9.0とい

う観測史上最大規模の巨大地震が発生した。 

この地震により、東北地方を中心に東日本各地で甚大な被害が生じている。 

組合員・家族はもとより、すべての被災された方々に、心よりお見舞いを申し

上げる。また、厳しい環境のなかで、救援・復旧作業、公共交通機関としての

任務に奮闘されている方々に敬意を表するものである。 

 

東北地方の鉄道輸送網は完全に麻痺し、ＪＲ東日本はかつてない被害を受け、

発足以来最大の試練を迎えている。また、被災地に取り残され困難を余儀なく

されている組合員・家族をはじめとする被災者に対する支援は、一刻の猶予も

許されない。 

 

本部は、こうした事態をふまえ、3月 13日に組合員の安否確認をはじめとす

る被害状況の情報収集と災害支援の取り組みのため「東北地方大震災対策本部」

を設置した。ＪＲ連合と緊密な連携を取り、大きな支援を得ながら、被災され

た組合員・家族の生活を支え、全面的に支援することとする。 

 

この難局に対し、いまこそ労働組合の助け合いの精神を最大限に発揮し、被

災された組合員・家族の支援にすべての組合員が総力をあげよう。 

さらに、地域の復興のために鉄道員魂を発揮し、わが国の基幹インフラである

鉄道輸送網の復旧に向け、全力を傾注しよう。 
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